
主
要
箸
書
再
編
著
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大
分
県
古
地
図
目
録

大
分
県
史
料
一
～
三
七

畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造

大
分
県
の
歴
史

大
分
県
の
歴
史
と
文
化

豊
後
国
大
野
荘
史
料

豊
後
国
村
明
細
帳
㈲

豊
後
国
村
明
細
帳
ロ

豊
後
国
郷
帳
上

豊
後
国
阿
南
庄
史
料

綜
合
馳
匙
》
蝿
離
汰
年
表

豊
後
国
趣
畔
擁
史
料

豊
後
国
村
明
細
帳
白

豊
後
国
村
明
細
帳
画

蕊
衛
輸
儲

庄
園
の

上
・
下

大
分
県
の
歴
史

書
名

q

ﾄロ

昭
和
二
十
七
年
十
一
月

昭
雨
垂
什
准
奔
十
計
朋
什
甲

昭
和
一
一
一
十
一
年
五
月
十
五
日

昭
和
三
十
四
年
十
一
月

昭
和
三
十
六
年
十
二
月
一
日

昭
和
三
十
七
年
十
月
四
日

昭
和
一
一
一
十
八
年
三
月
一
一
一
十
一
日

昭
和
三
十
九
年
一
一
月
二
十
九
日

昭
和
一
一
一
十
九
年
三
月
二
十
九
日

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
日

昭
和
四
十
二
年
二
月
十
五
日

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
二
日

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
五
日

昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日

昭
雨
唖
什
墾
蓉
計
朋
一
一
一
什
申

昭
和
四
十
六
年
八
月
二
十
五
日

発
行
年
月
日

元
分
大
学
歴
史
１
地
理
研
究
会

大
分
県
史
料
》
刊
行
会

大
分
県
教
育
委
員
会

吉
川
弘
文
館

宝
文
館

毎
日
新
聞
社

九
州
荘
園
綜
合
研
究
会

大
分
県
地
方
史
研
究
会

同
右

同
右

九
州
荘
園
綜
合
研
究
会

人
物
性
来
社

九
州
荘
園
綜
合
研
究
会

大
分
県
地
方
史
研
究
会

同
右

吉
川
弘
文
館

山
Ｉ
‐
川
出
版
社

（

出
〈
版

一
一
．
に

げ
９
ｔ

旅
七
ｋ
郁
伽
や

社
；
酉
等

１
４
１
』

吃
イ
風
１
い
き

共
編

ｄｌ

ｌ

■ｑ

■
８
冊
守
削
■

・
・
碇
湘
．

Ｆ
Ｉ
Ｐ
１
ｈ

１
１
ｒ

『
郷
土
の
歴
史
』
九
州
篇

共
編
箸

『
九
州
荘
園
史
料
叢
書
』
一
、
孔
版

『
大
分
県
地
方
史
料
叢
書
』
一
、
孔
版

同
右
二
、
孔
版

『
大
分
県
地
方
史
料
叢
書
』
一
一

ｆ

『
九
州
荘
園
史
料
叢
書
』
十
一
一
、
孔
版

『
九
州
荘
園
史
料
叢
書
』
十
六
、
孔
版

『
大
分
県
地
方
史
料
叢
書
』
三
、

共
編

同
右
四

孔
版
、

心
仰
＃
超
祷
要



八

大
和
国
若
槻
庄
史
料
一
～
四

豊
後
国
郷
帳
下

大
分
の
歴
史
一
～
一
○

豊
後
国
大
野
荘
史
料

角
川
地
名
大
辞
典
坐
大
分
県

大
分
百
科
事
典

源
平
の
雄
緒
方
三
郎
惟
栄

豊
後
大
友
氏
の
研
究

大
分
県
史
中
世
篇
Ｉ

増
訂
豊
後
大
友
氏
の
研
究

豊
後
国
荘
園
公
領
史
料
集
成

一
～
八

大
分
県
史
中
世
篇
Ⅱ

大
分
県
史
中
世
篇
Ⅲ

緒増

補
新
訂
源
平
の

方
三
郎
惟
栄雄

大
分
歴
史
事
典

大
分
県
歴
史
人
物
事
典

書
名

慨
雨
垂
特
訓
雷
一
一
一
朋
一
一
一
粁
一
叩

昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
五
日

昭
諏
垂
持
畦
》
什
一
朋
什
申

昭
和
五
十
四
年
九
月
一
日

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
八
日

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日

昭
和
五
十
六
年
六
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
十
五
日

昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
十
日

惚
蔀
唾
十
切
蓉
十
準
朋
二
計
極
印

昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
六
十
二
年
三
月
一
一
一
十
一
日

平
成
二
年
一
一
一
月
三
十
一
日

平
成
二
年
十
二
月

平
成
八
年
八
月
二
十
日

発
行
年
月
日

吉
川
弘
文
館

大
分
県
地
方
史
研
究
会

大
分
合
同
新
聞
社

吉
川
弘
文
館

角
川
書
店

株
式
会
社
大
分
放
送

第
一
法
規
出
版
株
式
会
社

第
一
法
規
出
版
株
式
会
社

大
分
県

第
一
法
規
出
版
株
式
会
社

別
府
大
学
附
属
図
書
館

大
分
県

大
分
県

山
口
書
店

株
式
会
社
大
分
放
送

大
分
合
同
新
聞
社

出
版
社

等

共
編

『
大
分
県
地
方
史
料
叢
書
』
一
一

編
著
、
総
監
修

『
荘
園
史
料
叢
書
』

編
著

監
修
・
著

共
著

既
巻
十
二
巻

共
著

共
著

監
修
・
編
著

総
監
修
・
著

摘
要



監
修
・
市
町
村
史
等
編
‐
藍
修

－１

九

4.-．･･‘－Ｊ

大
分
県
の
百
年

戦
国
文
書
架
影
大
友
氏
篇

大
分
県
教
育
百
年
史
一
～
四

Ｋ
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｐ
大
分
県
の
歴
史

大
分
の
歴
史
も
の
が
た
り

大
分
県
風
土
記

大
分
県
先
哲
叢
書
大
友
宗
麟
資
料
集
一
～
五

大
分
県
先
哲
叢
書
大
友
宗
麟
評
伝

玖
珠
郡
史

安
岐
町
史

大
分
県
朝
地
町
史

佐
賀
関
町
史

真
玉
町
誌

犬
飼
１
町
誌

玖
珠
郡
教
育
文
化
史

書
名

昭
和
四
十
四
年
三
月
十
日

昭
和
四
十
九
年
四
月
十
五
日

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日

脱
‐
同
年
十
一
月
三
十
日

昭
和
五
十
四
年
二
月

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
日

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
十
五
日

坪
融
極
斡
一
一
一
朋
一
一
一
什
一
叩

平
成
七
年
三
月
一
一
一
十
一
日

昭
和
四
十
年
十
二
月
一
日

昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
五
日

昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
日

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
十
七
日

昭
和
五
十
三
年
一
一
一
月
一
一
十
一
日

昭
和
五
十
一
一
一
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
五
十
四
年
八
月
一
日

刊
行
訓
年
釧
月

日

ｉ；

大
分
県
偲
祢

柏
書
房

大
分
県
教
育
委
員
会

教
材
開
発
セ
ン
タ
ー

大
分
県
小
学
校
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
編

旺
文
社

大
分
県
教
育
委
員
会

大
分
県
教
育
委
員
会

玖
珠
郡
史
編
集
委
員
会

安
岐
町
史
刊
行
会

朝
地
町
史
刊
行
会

佐
賀
関
町
史
編
集
委
員
会

真
玉
町
史
刊
行
会
Ⅲ

犬
飼
町
史
刊
行
会

玖
珠
郡
教
育
文
化
史
刊
行
会

－１

畳L

Ｉｉｉ

発
行



○

郷
土
；
史
野
津
原

大
分
県
大
野
町
史

院
内
町
誌

久
住
町
誌

直
入
町
誌

津
久
見
市
誌

天
瀬
町
誌

大
分
県
三
重
町
誌
総
集
編

臼
杵
市
史
上
・
中
・
下

日
田
市
史

宇
目
町
誌

野
津
町
誌
上
・
下

九
重
町
誌
上
・
下

豊
後
高
田
市
史
特
論
編

１
く
に
さ
き
の
世
界
Ｉ

上
浦
町
誌

Ｐ

書
名

昭
和
五
十
五
年
三
月
十
日

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
日

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
三
十
日

昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
五
十
九
年
七
月
三
十
一
日

昭
和
六
十
年
三
月
三
十
日

昭
和
六
十
一
年
三
月
一
日

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
三
日

坪
諒
唾
》
一
一
一
朋
一
一
汁
一
甲

平
成
二
年
十
二
月
十
一
日

平
成
三
年
十
一
月
二
十
日

平
成
五
年
三
月
三
十
一
日

平
成
七
年
二
月
一
日

平
成
八
年
九
月
三
十
日

平
成
八
年
十
二
月
二
十
日

刊
‐
行
年
月
日

野
津
原
町
、

大
分
県
大
野
町
史
刊
行
会

院
内
町
誌
刊
行
会

久
住
町

直
入
町
誌
刊
行
会

津
久
見
市
誌
編
さ
ん
室

天
瀬
町
教
育
委
員
会

三
重
町

臼
杵
市
史
編
さ
ん
室

日
田
市

宇
目
町

野
津
町

九
重
町

豊
後
高
田
市

上
浦
町

発
行



主
要
‐
論
文
等

『.､

、１，

ｋ
１
１
ｌ
ｌ

ｌ
今

1J鳥M

昔．(、
●申

･ｉｌ‘

ｒ
卜
、
■
Ｐ
も
◆
●
ｑ
ｑ
も
上
り
ｆ
Ｂ
ｒ
１
ｑ
■

戯
洗
醗

凸も

Ｊ１

興
福
寺
六
方
衆
に
つ
い
て

中
世
社
寺
を
中
心
と
せ
る
落
書
起
請
に
就
い
て

興
福
寺
六
方
制
度
の
発
生
的
研
究

興
福
寺
六
方
末
寺
の
構
成
に
つ
い
て

中
世
に
お
け
る
人
身
売
買
に
つ
い
て

九
州
地
方
の
「
ひ
か
り
」
に
つ
い
て

畿
内
型
庄
園
の
名
構
造
に
関
す
る
一
試
論

畿
内
哩
垂
霜
騨
錨
極
極
騨
跨
筆
画
岬
誠
鎚
曜

大
和
平
野
に
お
け
る
環
濠
集
落
の
形
成
と
郷
村
制
と

の
関
係

田
堵
と
名
主
と
の
関
係

二
豊
の
庄
園
に
つ
い
て
㈲
ｌ
豊
後
国
図
田
帳
Ｉ

畿
内
庄
園
に
お
け
る
均
等
名
の
歴
史
的
性
格

国
府
時
代

松
平
忠
直
の
豊
後
配
流
上
の
書
状

天
正
年
間
の
豊
後
国
の
間
別
帳

論
文
名

昭
和
十
四
年
八
月
三
十
日

昭
和
二
十
年
三
月
一
日

昭
和
二
十
四
年
九
月
十
五
日

昭
和
二
十
四
年
十
月
十
日

昭
和
二
十
四
年
十
一
月

昭
和
二
十
五
年
六
月

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
三
十
日

昭
和
二
十
八
年
三
月
二
十
日

昭
和
二
十
八
年
四
月

昭
和
二
十
九
年
九
月
一
日

昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
年
二
月

昭
和
三
十
年
三
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
年
八
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
一
年
六
月
十
五
日

帳
発
子
表
、
－
，
年
脆
月
月
到

『
史
学
研
究
』
’
一
四
一

『
史
学
雑
誌
』
五
六
個
一
一
毒
畿

『
大
分
師
海
範
学
校
研
究
報
告
』

『
復
刊
史
学
研
究
』
一
ｔ

大
塚
史
学
会

『
民
間
伝
承
』
一
四
の
六
・

『
史
学
研
究
』
四
六

『
史
学
雑
誌
』
六
二
の
三

『
史
学
研
究
』
五
○

『
日
本
歴
史
』
七
六

『
大
分
県
地
方
史
』
創
刊
号

ハ

竹
田
理
三
編
『
封
建
制
成
立
の
研
究
』
所
収

『
大
分
市
史
』
上

『
大
分
県
地
方
史
』
五

『
大
分
県
地
方
史
』
七
・
八
合
併
号

．
ｔ
、
４

職
発
幾
郵
・
表
弊
芋
誌
等



荘
園
時
代
の
別
府
’
二
豊
庄
園
の
研
究
ロ
ー

Ｇ

大
友
時
代
末
期
の
豊
後
臼
杵

豊
後
国
日
佃
郵
部
唾
嘩
鶴
砺
雛
醍
吠
肥
庄
に
つ
い
て

蓮
城
寺
石
造
宝
塔
三
基

史
料
解
説
「
庄
園
増
加
」

九
州
地
方
の
「
ひ
か
り
」

恥豊
l後Ｉ州
二国語地
豊国源方
荘東との
園郷そ弓
のとのひ

研諸歴か
究富史り
御名的些
lに意に
つ義つ
いｌい

て て

中
世
の
村
落
ｌ
荘
園
の
実
地
研
究
法
ｌ

大
分
ｂ
別
府
・
臼
杵
・
竹
田
・
日
田

大
和
の
悪
党

西
厘
霊
銅
認
識
麺
梢
鱈
と
し
て
ｌ

豊
畷
蕊
塗
濁
醜
醗
鵬
雫
》
櫛
や
荘
・
勾
別
符
・
植
田
庄

豊
隆
雪
錘
癖
跡
碓
寵
需
唾
噛
の
研
究

豊
後
大
友
氏
の
出
自
に
つ
い
て

古
文
書
と
方
言

豊
後
大
友
氏
の
下
向
土
着
と
嫡
子
単
独
相
続
制
の
問

題
子
云
論
、
‐
い
ず
革

論
l■■

文
名

昭
和
三
十
一
一
年
七
月
一
一
十
八
日

昭
和
一
一
一
十
三
年
五
月
二
十
八
日

昭
和
三
十
四
年
一
月
五
日

昭
和
三
十
四
年
四
月
三
十
日

昭
和
三
十
四
年
六
月
一
日

昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
四
年
八
月
三
十
日

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
五
年
一
月
一
日

昭
和
三
十
五
年
一
月

昭
和
三
十
五
年
一
一
月
一
一
十
五
日

昭
和
一
一
一
十
五
年
三
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
五
年
九
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
六
年
一
月
一
日

昭
和
三
十
六
年
十
月
二
十
五
日

発
表
年
月
日

『
大
分
県
地
方
史
』
一
一
・
一
一
一
合
併
号

『
大
分
県
地
方
史
』
一
三
～
一
六
合
併
号

同
一
七
～
二
○
合
併
号

『
大
分
県
の
文
化
財
』
第
二
集

『
歴
史
教
育
』
七
の
五

『
大
分
県
地
方
史
』
二
一
～
二
二
合
併
号

同

同

『
地
方
史
研
究
』
四
○

火
野
葦
平
編
『
九
州
歴
史
散
歩
』
河
出
新
社

『
日
本
歴
史
』
一
三
九

『
西
日
本
史
学
会
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
』

『
大
分
県
地
方
史
』
一
一
三

『
大
分
大
学
学
芸
学
部
研
究
紀
要
』
九

『
大
分
県
地
方
史
』
一
一
四

『
日
本
歴
史
』
一
五
一

『
大
分
県
地
方
史
』
二
五

発
１

表
誌
～
等



ｌ
ｊ
ｑ
ｊ
‐
４
４
９
１
‐
４
‐
１
ｑ
ｌ
１
ｌ
ｄ
ｌ
ｄ
■
・
‐
ｈ
‐
■
１
０
句
ｐ
７
Ｉ
４
宮
Ｔ
１
４
９
Ｑ
Ｉ
ｆ
■
Ｂ
”
Ｋ
９
Ｉ
・
ａ
１
６
Ｄ
Ｐ
１
ｒ
０
０
千
４
１
勺
・
１
０
０
１
４
”
ｑ
ｌ
ｌ
ｆ
・
・
ｂ
ｇ
ｆ
・
・
寺
ご
と
ａ
ｐ
・
９
句
・
Ｉ
‐
Ｊ
Ｉ
１
－
ｂ
１
．
０
」
Ｉ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
■
望
十
Ｊ
。
Ｍ
０
ｆ
ｏ
画
ゥ
甲
９
，
－
‐
Ｂ
「
‐
．
皿
・
Ｏ
ｒ
ｌ
‐
Ⅱ
〈
●
旭
同
竹
刈
り
刊
・
心
寺
序
も
一
‐
・
則
，
１
ｈ
．
雫
”
』
．
’
叩
・
冊
１
，
１
町
１
．
４
‐
卜
。
９
－
‐
ｌ
‐
０
■
１
１
ｒ
む
く
ｑ
●
ｎ
Ｊ
ｐ
ｃ
、
。
ロ
ハ
。
ｑ
眼
咽
喜
刊
〃
Ⅲ
〃
■
‐
ｌ
‐
Ｏ
Ｊ
Ｉ
６
ｏ
ｂ
ｄ
可
ｌ
ｑ
ゥ
玉
華
可
判
ｊ
４
ｂ
ｐ
伊
渠
・
’
１
１
１
’
◆
４
１
●
１
９
４
．
．
・
ｈ
９
ｑ
ｃ
Ｊ
４
●
竃
、
１
９
も
凸
Ⅱ
殆
迎
二
幅
ｑ
‐
’
’
’
０
羽
ｆ
●
１
０
も
１
０
０
。
‘
も
Ｏ
４
ｆ
Ｉ
ｎ
ａ
ｆ

一

一

一

一

一

公
武
権
力
と
荘
園
制

歴
史
と
伝
説

Ｉ
豊
後
大
野
荘
と
大
友
氏
に
つ
い
て
Ｉ

豊
後
に
お
け
る
国
筒
関
係
の
神
社

大
崎
燕
牽
窪
郵
唖
恥
癖
藷
諏
睡
噸
詩
誕
に
い
て

大
友
宗
麟
の
津
久
見
隠
居
に
つ
い
て

豊
後
大
野
庄
に
お
け
る
在
地
領
主
制
の
展
開

国
庫
細
砺
祷
鶴
謹
畦
諏
孫
輝
系
図
」
に
つ
い
て
１

大
分
県
史

古
代
・
中
世
ｂ
近
世
の
く
じ
ゅ
う

東
寺
領
若
狭
国
太
良
荘
の
均
等
名
に
つ
い
て

地
方
史
研
究
の
現
状
ｌ
大
分
県
Ｉ

豊
後
国
府
と
守
護
所

『
大
分
県
史
料
』
補
遺
㈲

大
友
宗
麟
の
ヤ
ソ
会
総
長
宛
書
状
の
真
偽
に
つ
い
て

荘
咽
剰
睡
輯
窪
銅
唖
観
進
の
た
め
に
Ｉ

大
分
Ｉ
上
田
保
蔵
豊
後
府
内
城
下
図
Ｉ

論
；
↓
Ⅷ
文
：
と
‐
ｒ
Ｆ
名

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日

昭
和
三
十
八
年
一
一
一
月
一
日

昭
和
一
一
一
十
八
年
三
月
一
一
十
五
日

昭
和
三
十
九
年
一
月
三
十
日

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
一
一
一
十
日

昭
和
四
十
年
十
二
月
二
十
五
日

昭
和
四
十
一
一
年
三
月
一
一
一
十
日

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
五
日

昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
日

昭
和
四
十
四
年
六
月
十
日

昭
和
四
十
四
年
九
月
一
日

昭
和
四
十
五
年
九
月

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
五
日

昭
和
四
十
七
年
七
月

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日

濡
苛
発
、
盆
表
》
同
年
月
日

岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
中
世
一

『
教
育
大
分
』
一
六
二
皿

小
倉
豊
文
編
『
地
域
社
会
と
宗
教
の
史
的
研
究
』

『
大
分
県
地
方
史
』
三
二
・
三
一
一
一
合
併
号

『
臼
杵
史
談
』
五
六

『
大
分
県
地
方
史
』
三
八
～
四
○
合
併
号

同
右
四
五

『
郷
土
史
大
系
』
一
一
、
宝
文
館

会竹査大
分
大
学
教
育
学
部

報
告
書
』

内
博
士
還
暦
記
念

ｰ

『
く
じ
ゅ
う
総
合
学
術
調

会
編

『
荘
園
制
と
武
家
社

『
地
方
史
研
究
の
現
状
』
三

「
古
事
類
苑
月
報
」
四
二

『
大
分
県
地
方
史
』
五
八

同
右
六
二

、

吉
川
弘
文
館

『
日
本
中
世
史
論
集
』

『
日
本
の
市
街
古
図
〔
西
日
本
編
〕
解
説
』
鹿

島
研
究
所
出
版
会

：
歩
く
張
馴
暁
般
罰
蝉
縁
幣
戸
捻
鵬

1Ｗ
しb』|■

b・守１
１，．‐

鐸
卿

F騨
好勾己



古
代
・
中
世
の
大
分

講私
の
荘
園
研
究
の
回
顧
と
今
後
の
課
題
（
退
官
記
念

演
速
記
）
、

島
津
軍
侵
入
と
豊
後
南
郡
衆
の
内
応
１
入
田
義
実
の

場
合
Ｉ

釈
魔
信
仰
開
祖
高
司
盛
雲
法
印
供
養
費
調
査
に
つ
い

て需
軍
蕊
（
約
雛
篭
霧
譲
増
え
る
豊
後

大
友
宗
麟
と
キ
リ
ス
ト
教
的
理
想
国

興
幅
蓉
畦
癖
蛎
率
岐
銅
藷
誌
諦
嘩
雄
壱
か
忙

荘
園
史
料
と
し
て
の
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

峰
誰
垣
弔
錘
砿
馳
諏
壷
蔀
咋
、
〆
検
訓
吟
弘
安
図
田

確
後
清
原
氏
の
土
着
発
展
と
玖
珠
郡
荘
園
村
落
の
展

豊
後
玖
珠
郡
の
荘
園
化
と
展
開

Ｉ
特
に
郡
荘
の
立
券
と
解
体
に
つ
い
て
１

豊
後
国
に
お
け
る
「
荘
園
公
領
制
」
の
成
立
展
開

野
峰
春
温
畦
雌
酵
噸
鮮
や
認
勘
定
的
史
料
１

豊
後
海
部
郡
毛
井
社
地
頭
職
に
つ
い
て

国
領
豊
後
国
海
部
郡
柴
山
村
に
つ
い
て

豊
後
国
に
お
け
る
皇
室
御
領
荘
園
の
研
究

論
〃
文
名

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日

昭
和
五
十
年
五
月

昭
和
五
十
年
十
二
月

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
日

昭
和
五
十
四
年
五
月

昭
和
五
十
五
年
二
月

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
日

昭
和
五
十
六
年
六
月
二
十
三
日

昭
和
五
十
八
年
三
月
十
日

昭
和
五
十
九
年
四
月

昭
和
五
十
九
年
十
月
三
十
日

昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
元
年
六
月
三
十
日

平
成
三
年
六
月
三
十
日

平
成
八
年
三
月
三
十
日

平
成
八
年
三
月

発
表
年
月
日

『
大
分
県
地
方
史
』
七
三

私
家
版
（
堀
枢
印
刷
）

別
府
大
学
『
史
学
論
叢
』
八

二
豊
文
化
研
究
所
（
私
家
版
）

『
鎌
倉
遺
文
』
月
報
一
六

別
府
大
学
『
史
学
論
叢
』
一
一

『
史
学
雑
誌
』
八
九
の
三

』
日
本
歴
史
地
名
大
系
歴
史
地
名
通
信
」

別
府
大
学
『
史
学
論
叢
』
一
四

『
玖
珠
郡
史
談
』
ｕ

『
大
分
県
地
方
史
』
一
一
五

『
社
会
部
会
研
究
集
録
』
一
一
一
一

『
大
分
県
地
方
史
』
一
三
四

平
凡

同
右
一
四
二

同
右
二
六
一

式
分
県
立
先
哲
史
料
館
『
史
料
館
研
究
紀
要
』

発
‐
表
誌
等



五

随
想
も
紹
評
判
介
・
雑
録

．
１
‐
‐
リ
ー
‐
・
Ｉ
‐
Ｐ
グ
ー
も
０
０
０
１
０
‐
凸
‐
巾
・
Ｂ
ｑ
０
Ｐ
ｒ
９
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ｑ
‐
▲
ｇ
●
■
４
Ｊ
‐
６
■
＆
ｒ
■
■
Ｆ
■
■
■
■
＆
存
。
Ｊ
▲
Ｑ
■
Ｐ
Ｐ
●
ｌ
ｇ
ｒ
０
日
日
日
日
９
１
６
■
０
４
Ｊ
け
吟
０
●
ｐ
ｈ
Ｕ
Ａ
１
１
Ｉ
冨
日
Ⅱ
。
４
・
甲
も
■
守
り
Ｄ
■
ワ
リ
リ
、
？
◆
・
口
！
●
星
▼
？
△
■
ワ
ｂ
－
Ｄ
■
■
百
Ｊ
日
具
私
ｆ
▲
９
日
ａ
■
■
■
Ａ
８
０
ｐ
－
■
玉
Ｄ
己
佃
〃
貝
■
ｆ
△
戸
も
ａ
ｆ
ｂ
●
与
伊
も
Ｕ
○
Ｉ
Ｄ
◆
‐
も
。
一
日
■
ｑ
Ｌ
“
■
■
■
■
■
■
■
胃
■
■
■
■
■
■
で
１
ｂ
ロ
ー
■
■
ｇ
■
■
●
■
■
㎡
９
曲
Ｑ
星
何
２
‐
日
〃
？
Ｉ
Ａ
ｂ
０
■
０
ｒ
屯
■
■
ｑ
伊
ｆ
ｐ
ｐ
・
■
ｄ
０
Ｉ
４
凸
ｑ
ｐ
ｒ
ｊ
且
早
ｊ
』
Ｆ
”
●
凸
Ｒ
△
■
甲
。
■
■
“
“
。
■
聖
”
も
■
｜
■
■
Ｐ
Ｄ
Ｄ
▲
■
■
Ｂ
Ｆ
Ｅ
守
宮
８
８
．
６
？
“
０
，
釦

；
イ
釧
鋸
！
殴
ｆ
軸
識
理
一
一
Ｆ
承
Ｉ
ぷ
い
州
副
ｊ
一
‐
和
叡
封
測
燕
蜘
～
記
ｉ
ｉ
津
１
１
和
ｉ
ｉ
ｉ
一

初
ぴ
か
り
「
二
豊
風
土
記
」
○

成
人
式
と
日
本
の
慣
習

偽
文
書
に
つ
い
て

県
地
方
史
研
究
会
結
成
に
あ
た
っ
て

戦
個
却
唾
猟
か
謡
迦
謹
鐸
誠
１

大
野
直
入
両
郡
良
兵
を
出
す

豊
後
の
練
貫
酒

町
村
合
併
と
村
境

鉄
の
お
土
産

町
村
合
併
と
町
村
名

一
○
号
発
刊
に
当
た
っ
て

国
東
・
速
見
諸
家
文
書

国
東
半
島
の
古
文
書
と
荘
園

藤
間
生
大
著
『
や
ま
と
．
た
け
る
』

桑
田
忠
親
著
『
淀
君
』

L

標

題

昭
和
二
十
九
年
一
月
ｉ
六
日

昭
和
二
十
九
年
一
月
十
四
日

昭
和
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日

昭
和
二
十
九
年
七
月
十
八
日

昭
和
二
十
九
年
八
月
四
日

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
十
五
日

同昭
和
三
十
年
二
月
十
七
日

昭
和
三
十
年
六
月
十
七
日

昭
和
三
十
一
年
十
月
十
五
日

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
一
日

昭
和
三
十
年
七
月
六
日

昭
和
一
一
一
十
一
一
年
五
月
三
日

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日

昭
和
一
一
一
十
三
年
十
二
月
二
十
日

汀
発
型
家
学
年
弄
訓
月
‐
刊
に
日
別

ｉ
朝
日
新
函
騨
郷

大
分
合
同
簡

朝
日
新
函
隅
暇

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

『
大
分
県
地
方
史
』
創
刊
号

同大
分
合
同
新
聞

『
大
分
県
地
方
史
』
四

同同

十九

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

ば
息
．
発
離
抜
錨
表
三
十
刊
誌
”
卦
尚
等
一
唾

：
１
１
・
知
・
‐
’
．
－
、
画
５
７



六

大
友
時
代
の
二
豊
荘
園

宮
川
満
著
『
太
閤
検
地
論
』

体
過
程
の
研
究
』

と
杉
山
博
著
『
庄
園
解

和
歌
森
太
郎
編
『
く
に
さ
き
』

久
住
山
側
古
代
中
世

一
日
一
汗
の
功
徳

市
町
村
合
併
と
小
字
名

霊
山
寺
の
月

市
区
改
正
と
町
名

半
田
さ
ん
を
偲
ぶ

大
友
宗
麟
と
津
久
見
隠
居

「
物
づ
く
り
」
と
「
人
づ
く
り
」

歴
史
と
伝
説

県
地
方
史
研
究
会
十
年
の
足
跡

梅
花
一
輪
？

清
原
貞
雄
博
士
の
生
涯
と
業
績

地
名
は
無
形
文
化
財 標

題

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日

昭
和
三
十
四
年
十
月
一
日

昭
和
三
十
五
年
五
月
一
日

昭
和
一
一
一
十
六
年
二
月
二
十
一
日

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
十
八
日

昭
和
三
十
七
年
八
月
三
十
日

昭
和
三
十
七
年
九
月
十
四
日

昭
和
三
十
八
年
一
一
一
月
二
十
日

昭
和
三
十
八
年
八
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
二
日

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日

昭
和
三
十
九
年
五
月
七
日

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日

昭
和
四
十
年
一
月
二
十
六
日

昭
和
四
十
年
二
月
二
十
八
日

昭
和
四
十
年
三
月
十
六
日

発
表
年
月
日

『
教
育
広
報
』
四

「
週
間
諭
書
人
」

『
日
本
歴
史
』
一
四
三

朝
日
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

『
大
分
県
地
方
史
』
二
九
・
三
○
合
併
号

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

『
大
分
県
地
方
史
』
三
十
六
・
七
合
併
号

大
分
合
同
新
聞 発

表
誌
等



七

大
友
時
代
・
小
藩
分
立
時
代

目
で
見
る
藩
政
史
１
「
藩
主
遺
品
展
」
を
見
て
Ｉ

鼻
四
十
到
来

久
多
羅
木
氏
を
い
た
む

博
士
論
文
と
私

春
の
野
山
の
思
い
出

忘
れ
得
な
い
書
物

集
中
豪
雨
と
水
ガ
メ

大
友
氏
研
究
の
権
威
Ｉ
田
北
学
先
生
の
死
を
い
た
む
ｌ

松
の
み
ど
り

選
挙
の
歴
史

中
野
幡
能
著
『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』

市
町
村
史
ブ
ー
ム

青
木
猛
比
古
特
集
号
刊
行
に
当
っ
て

地
震
と
文
化
財

大
学
と
地
域
社
会 標

一」L，ﾄ

題

昭
和
胸
四
十
年
四
月
七
日

昭
和
四
十
年
四
月
九
日

昭
和
四
十
年
四
月
二
十
三
日

昭
和
四
十
年
五
月
四
日

昭
和
四
十
年
七
月
十
八
日

昭
和
四
十
一
年
五
月
十
日

昭
和
四
十
一
年
六
月
三
十
日

昭
和
四
十
一
年
八
月
二
十
二
日

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
日

昭
和
四
十
二
年
一
月
六
日

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
六
日

昭
和
四
十
二
年
五
月
三
十
日

昭
和
四
十
二
年
七
月
二
十
六
日

昭
和
四
十
二
年
十
一
一
月
一
一
一
十
日

昭
和
四
十
三
年
一
月
七
日

昭
和
四
十
三
年
一
月
三
十
一
日

即
発
”
，
》
表
〕
諦
年
・
州
月
日

Ｉ
Ｉ
ｌ
霜
ｉ
Ｉ
：
‐
’
’
’
１
１
１
‐
．
，
‐
１
！
；
，
：
ｊ

罫
南
郷
辻
藩
注
遺
品
展
』
図
録

式
分
誉
同
新
．
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

ｂ
‐
ｌ
‐
１

４
‐
■
９
１

」

『
教
育
大
分
』
一
九
八

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

『
大
分
県
地
方
史
』
四
七

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

１
１
１
Ｊ
ｌ
ｌ
１
‐
ｌ
ｊ
Ｊ
１
ｑ
１
Ａ
９
．
Ｊ
１
１
利
ｒ
‐
１
’
１
‐
９
〃
、
１
‐
０
十
４
，
‘
１
，
０
０
１
‐
↓
．
－
Ｊ
、
…
‐
‐
‐
～
‐
ｌ
‐
。
β
’
。
。
↑
‐
‐
◇
‐
ｌ
ｏ
－
ｌ
ｆ
、
。
ｊ
；
‐
１
‐
。
．
‐
‐
‐
Ｐ
ｂ
・
ｈ

通
勤
幽
発
一
○
、
表
・
誌
等

●
０
■
Ｉ
宮



八

「
逃
げ
た
水
ガ
メ
」
後
日
談

中
野
幡
能
著
『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』

く
じ
ゆ
う

徳
川
美
術
館
秘
宝
展
を
見
て
ｌ
豊
臣
秀
吉
の
手
紙
ｌ

大
友
宗
麟
の
家
庭
争
議

「
豊
臣
秀
吉
と
大
阪
城
展
」
の
古
文
書

現
代
の
民
族
移
動
Ⅲ

大
友
宗
麟
の
墓
地

大
友
宗
麟
と
大
徳
寺
瑞
峯
院
ｌ
続
宗
鱗
の
墓
地
Ｉ

「
南
蛮
美
術
展
」
に
期
待

歴
史
と
偽
文
書

ｊ

地
方
史
の
と
び
ら
、
大
分
県
上くｊ

地
方
史
の
と
び
ら
、
大
分
県
中×

地
方
史
の
と
び
ら
、
大
分
県
下く

尺
間
山
の
雲
海
と
初
日

会
員
増
募
と
地
方
史
研
究
の
大
衆
化

標

題

昭
和
四
十
三
年
十
月
五
日

昭
和
四
十
三
年
十
月
二
十
日

昭
和
四
十
四
年
九
月
四
日

昭
和
四
十
五
年
四
月
九
日

昭
和
四
十
五
年
十
二
月

昭
和
四
十
六
年
四
月
八
日

昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日

昭
和
四
十
六
年
八
月
二
十
三
日

昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
九
日

昭
和
四
十
六
年
十
月
二
日

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
七
日

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
七
年
一
月
六
日

昭
和
四
十
七
年
一
月

発
表
年
月
日

大
分
合
同
新
聞

『
史
学
雑
誌
』
七
七
の
一
○

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

『
婦
人
九
州
』

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

朝
日
新
聞
冊

讃
害
新
聞

讃
書
新
聞

讃
書
新
聞
：

大
分
合
同
新
聞

『
芸
振
』
一
○ 発

表
誌
等
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０
０
，
０
‐
１
．
１
Ｊ
１
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０
１
Ⅱ
●
０
０
１
’
１
１
１
虜
４
‐
１
１
‐
．
Ⅱ
，
１
０
・
Ｊ
１
’
、
ｑ
●
ｆ
７
ｂ
０
Ｄ
・
‘
・
ｒ
ｑ
４
‐
１
０
‐
１
．
‐
‐
Ｊ
Ｊ
‐
４
ｉ
‐
Ｉ
Ｒ
ｊ
・
ｄ
ｒ
１
‐
‐
１
，
１
０
０
１
‐
’
６
１
人
Ｉ
Ｉ
１
１
ａ
ｌ
■
ｌ
ｌ
０
４
ｌ
ｊ
ｐ
Ｉ
，
‐
。
‐
甲
０
０
．
－
０
Ｊ
旬
，
１
０
４
１
１
冊
１
１
．
．
・
‐
１
０
岬
‐
・
“
．
‐
五
一
■
も
、
刈
晒
ｊ
抄
９
０
１
羽
１
１
１
１
斗
。
．
。
‐
Ｌ
４
Ｋ
咽
１
１
・
‐
ｌ
イ
課
Ｉ
‐
『
Ｉ
Ｉ
１
ｖ
ｊ
Ｊ
刊
，
．
Ｂ
弓
皿
や
町
‐
叩
営
む
．
“
．
“
・
・
．
“
川
雫
到
》
・
品
『
４
．
．
雫
制
旬
独
‐
“
．
●
０
．
・
ｈ
Ｄ
ｒ
１
打
・
刺
・
》
可
．
》
●
．
＆
‐
巧
。
ｑ
四
勺
●
．
十
．
紬
イ
ー
型
‐
、
画
．
冊
即
４
。
‐
４
．
．
．
ゴ
・
ロ
。
．
．
、
㎡
‐
・
凸
・
守
・
Ｉ
．
‐
．
・
も
。
『
‐
‐
も
０
．
‐
ｊ
Ｂ
．
‐
．
．
￥
．
“
Ｊ
‐
設
凸
■
＄
■
Ｊ
Ｊ
１
ｒ
Ｊ
，
１
Ｊ
巳
臥
勺
。
ｒ
１
４
．
．
Ｊ
‐
、
０
‐
、
‐
．
ｑ
，
．
．
‐
ｌ
ｑ
０
‐
・
＃

二

九

教
育
研
究
所
の
来
し
方

故
立
川
輝
信
氏
弔
辞

立
川
輝
信
さ
ん
の
思
い
出

新
制
大
分
大
学
の
発
足

人
間
性
の
回
復
と
郷
土
教
育

懲
謹
義
…
篭

証
唾
繊
噸
猪
雄
雛
鯛
端
細
認
蝉
』
田
北
学
著
『
増
補

海
底
の
港
町
ｌ
沖
ノ
浜
の
こ
と
ど
も
ｌ

古
代
・
中
世
の
大
分

座
談
会
「
大
友
宗
麟
は
神
経
質
だ
っ
た
」

濡
認
執
誌
擁
雪
線
震
談
鋤
蕊
鶏

大
友
宗
麟
の
虚
像

当
時
は
苦
し
み
の
連
続
ｌ
こ
と
し
は
創
立
加
周
年
ｌ

私
の
健
康
法
「
一
日
一
汗
」

郷
土
史
に
つ
い
て
ｉ

豊
後
風
土
記

・
叩
知
諏

標

題

昭
和
四
十
七
年
三
月
一
十
未
日

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日

昭
和
四
十
八
年
一
月
三
十
日

昭
和
四
十
八
年
八
月
三
十
一
日

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
五
日

昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
日

昭
和
四
十
九
年
七
月
一
日

昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
日

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
八
日

昭
和
四
十
九
年
十
二
月

昭
和
五
十
年
六
月
一
日

昭
和
五
十
年
七
月
一
日

昭
和
五
十
年
七
月
＃
一
日

誠
緊
矛

〃
ｄ菱

Ｉ
Ｊ
Ｉ
“
巾

竿
紋
艇
月

白
tｌ

秘
鴬
硫
開
所
鍛
‐
『
著
達

１
１
町
『
宅
》
‘
↓
‐
Ｆ
Ｄ
Ｏ
‐
１
４
寺
ク
マ
勾

笥
炎
織
僻
地
が
史
』
六１

‐
４

■
ワ
ー
ト
『
且

ウ
今
．
韓
却
・
併
加
．
、
１
‐
。
・
二
一
。
宛

例
ｂ
一

五・W・

令

『
犬
分
県
地
方
史
』
六
五

『
教
育
犬
分
』
二
六
七

『
教
育
大
分
』
二
七
七

『
大
分
県
地
方
史
』
七
○

大
分
労
演
「
沈
ん
だ
島
の
物
語
」
。
ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト

『
大
分
県
地
方
史
』
七
三

『
ア
ド
バ
ソ
ス
大
分
』
七
月
号

『
大
分
県
地
方
史
』
七
四

県
民
演
劇
「
大
友
宗
麟
」
・
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
芸
振
』
二
五
》

『
広
報
お
お
い
た
』

「
図
書
館
大
分
」
六
三

雫
唾
唾
硫
毒
捗
悪
醗
蝿
『

汰
溌

塗
り；
表ﾉ《

誌
等



○

わ
か
り
や
す
い
郷
土
藩
史

六
郷
満
山
調
査
雑
感

流
出
す
る
文
化
財

瓜
生
島
に
つ
い
て

大
分
県
の
文
化
財
保
護
の
問
題
点

豊
後
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

「
大
分
の
医
療
史
」
を
読
ん
で

五
十
余
年
前
の
思
い
出

私
の
発
言
ｌ
大
友
宗
麟
の
日
向
遠
征
ｌ

緒
方
惟
栄
八
百
年
祭
に
よ
せ
て

田
染
荘
の
現
地
調
査

本
誌
百
号
発
行
を
顧
み
て

地
方
史
の
虚
実
（
上
）
ｌ
宗
麟
の
社
寺
破
却
ｌ

地
方
史
の
虚
実
（
中
）
ｌ
生
き
て
い
た
田
原
親
虎
ｌ

地
方
史
の
虚
実
（
下
）
ｌ
大
友
宗
麟
と
手
火
矢
・
石
火

矢
Ｉ

私
の
大
友
宗
麟
像

標
題

昭
和
五
十
年

昭
和
五
十
一
年
十
月
十
日

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
一
日

昭
和
五
十
二
年
八
月
十
三
日

昭
和
五
十
二
年
八
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
二
年
十
月
十
日

昭
和
五
十
三
年
八
月
二
十
六
日

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日

昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
日

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
日

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
日

昭
和
五
十
六
年
一
月
十
六
日

昭
和
五
十
六
年
一
月
二
十
二
日

昭
和
五
十
六
年
一
月
二
十
九
日

昭
和
五
十
六
年
九
月
八
日

発
表
年
月
日

大
分
合
同
新
聞
Ｐ
Ｒ
版

「
別
府
大
学
通
信
」
一
○
一
四
号

大
分
県
「
愛
護
協
会
報
」
一

大
分
合
同
新
聞

「
大
分
の
教
育
」

朝
日
新
聞

大
分
合
同
新
聞

『
中
島
五
太
追
想
録
』
中
島
征
夫
私
家
版

大
分
合
同
新
聞

大
分
合
同
新
聞

『
別
大
中
世
史
研
究
』
二

『
大
分
県
地
方
史
』
一
○
○

朝
日
新
聞

朝
日
新
聞

朝
日
新
聞

大
分
合
同
新
聞 発

表
誌
等
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友
へ
の
便
り

わ
捗
潔
嶺
鐸
綿
耗
友
氏
の
研
究
』

堀
枢
さ
ん
を
送
る

に
つ
い
て

『
玖
珠
郡
史
談
』
十
号
発
刊
を
祝
す

六
郷
満
山
文
化
研
究
に
対
す
る
一
提
言

わ
が
著
書
を
語
る

豊
後
国
荘
園
公
領
史
料
集
成
（
全
八
巻
）
に
つ
い
て

『
挟
間
町
誌
』
を
よ
む

中
山
重
記
著
『
宇
佐
八
幡
宮
の
研
究
に
つ
い
て
』

大
友
宗
麟
と
津
久
見

歴
史
の
道
を
歩
む

『
玖
珠
郡
史
談
』
二
十
号
刊
行
を
祝
す

豊
郵
華
霊
嘩
搾
副
詞
膨
叩
秘
密

豊
迦
掘
唾
華
塞
辿
刺
ズ
②

豊
の
国
歴
史
シ
リ
ー
ズ
③

「
村
お
こ
し
」
の
神
と
な

豊 豊
誠
銅
極
樺
挙
リ
ー

の
国
歴
史
シ
リ
ー

薩
史
の
霊
溝
と
史

っ
た
源
平
の
雄
緒
方
惟
栄

ズ
④
〆

実ズ
⑤

標
‐
府
、
ｊ
呼
題
』
．

昭
和
五
未
七
年
：
三
月
！
》
十
六
日
‐
ｉ

昭
和
五
十
七
年
七
月
一
‐
日

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日

昭
和
五
十
八
年
十
一
月

昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
五
十
九
年
十
一
月
一
日

昭
和
六
十
年
六
月
三
十
日

昭
和
六
十
年
九
月
三
十
日

昭
和
六
十
一
年
五
月

昭
和
六
十
一
年
十
二
月

昭
和
六
十
三
年
五
月
一
日

平
成
三
年
一
月
一
日

平
成
三
年
二
月
一
日

平
成
三
年
三
月
一
日

平
成
三
年
四
月
一
日

平
成
三
年
五
月
一
日

即
発
表
墓
一
‐
年
二
満
月
十
日
蘭

坤
織
聯
頚
帥
癖
溌
謹
曇
五
稀
銅
購
翻
捻
蟻
釧
釧
油

‐
‐
‐
‐
‐
咳
１
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１
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Ｌ
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：
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ｌ
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●
．
’
・
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‐
§
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．
‐
ｊ
‐
．
、
‐
‐
・

別
大
図
書
館
報
当
ア
ル
ゴ
ー
メ
ー
ト
」
５

『
堀
枢
氏
回
想
録
』
へ
菟
兼
嚇
二
剥
奪
・
州
職

『
玖
珠
郡
史
談
』
Ⅷ
一
○
護
り
宮
．
ｉ
ｊ
ｉ

『
国
東
半
島
の
文
化
』
皿

別
大
図
書
館
報
「
ア
ル
ゴ
ノ
ー
ト
」
皿

『
大
分
県
地
方
史
』
一
一
八

『
大
分
県
地
方
史
』
一
一
九

『
二
十

津
久
見

大
分
大

年
記
念

ｰ

誌学
世
紀
を
め
ざ
し
て
大
き
く
潮
け
わ
が

教
育
学
部
同
窓
会
『
創
立
一
一
○
周

ｰ

『
玖
珠
郡
史
談
』
二
○

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

ヂー

-A
Ｐ

侭
率
禿
藤
爽
》
ま
ま

六
篭
等
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１
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‐
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‐
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剃
凱
瑚
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１
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１
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‐
‐
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１
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‐
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’
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‐
ｉ
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ｉ
１
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ｉ
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拙
●
科
１
も
‐
ぺ
‐
前
１
必
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〃
恥
●
’
２
Ｊ
Ｍ
Ｊ
・
‐
’
４
．
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．
’
‐
識
雲
刈
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》
詞
嶋
刻
●
画
も
Ｈ
ｐ
岬
鳳
〃
‐
叫
玲
”
ｗ
催
い
帽
‐
誠
一
？
Ⅱ
Ｐ
判
句
識
・
』
・
竪
葡
●
’
勺
・
・
約
、
．
，
，
雫
ｐ
句
迅
・
‐
Ⅲ
一
割
Ⅷ
Ｆ
‐
咽
司
一
如
画
母
や
心
癖
や
州
餌
訓
．
“
●
’
’
●
自
刺
師
恥
，
ｑ
ｄ
屯
４
０
刊
当
ｕ
’
．
，
が
，
‐
聯
．
・
畑
や
．
．
，
訓
瑚
●
‐

豊
却
報
唾
垂
紳
御
刑
塵
蝿
の
疑
問
を
解
く

豊
の
国
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑦

高
崎
山
の
猿

豊
部
皐
睡
壁
砕
卿
蜘
ズ
⑧

豊
唖
掴
遜
岐
恥
却
却
藷
蝿

豊
や
旗
認
厳
些
副
州
知
⑩

豊
睡
準
錘
鞭
錘
却
対
鐸
側

に
学
べ

豊
の
国
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑫

近
代
日
本
の
生
み
の
親
・
福
沢
諭
吉

『
大
分
県
史
』
刊
行
を
回
顧
し
て

河
野
一
房
男
教
授
と
研
究
業
績
に
つ
い
て

大
分
県
地
方
史
研
究
会
発
足
如
周
年
を
迎
え
て

四
十
周
年
記
念
号
刊
行
に
当
た
っ
て

一
歴
史
学
徒
の
牛
歩
の
軌
跡

『
大
友
宗
麟
』
評
伝
の
刊
行
に
つ
い
て

『
中
世
の
ム
ラ
』
を
読
む

「
宗
麟
と
南
蛮
文
化
」
の
公
開
を
祝
す

文
化
庁
の
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

標

題

平
成
三
年
六
月
一
日

平
成
三
年
七
月
一
日

平
成
三
年
八
月
一
日

平
成
三
年
九
月
一
日

平
成
三
年
十
月
一
日

平
成
三
年
十
一
月
一
日

平
成
三
年
十
二
月
一
日

平
成
三
年
二
月
二
十
七
日

平
成
四
年
二
月
二
十
日

平
成
五
年
四
月
二
十
九
日

平
成
五
年
九
月
三
十
日

平
成
六
年
九
月
三
十
日

平
成
七
年
三
月
三
十
一
日

平
成
七
年
八
月
三
十
日

平
成
八
年
四
月

平
成
八
年
十
二
月
二
十
五
日

発
表
年
月
日

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
広
報
お
お
い
た
』

『
大
分
県
史
編
さ
ん
の
あ
ゆ
み
』

別
府
大
学
『
史
学
論
叢
』
犯

大
分
合
同
新
聞

『
大
分
県
地
方
史
』
一
五
○

『
泉
』
Ｉ
次
世
代
へ
の
贈
り
も
の
Ｉ
（
大
分
編
）

大
分
県
先
哲
叢
書
大
友
宗
麟
評
伝
付
録

『
大
分
県
地
方
史
』
一
五
八

』
綜
輔
唯
南
蛮
文
化
』
ｌ
津
久
見
市
収
集
加
年

『
大
分
県
地
方
史
』
一
六
四

発
表
誌
等



史
料
調
査
報
告

報

三
一

＝

大
分
県
近
世
庶
民
史
料
目
録
㈲

ｌ
直
入
郡
武
藤
家
文
書
・
戸
伏
氏
所
蔵
文
書
ｌ

大
分
県
近
世
庶
民
史
料
目
録
⑤

ｌ
直
入
郡
城
後
村
・
田
北
フ
サ
子
氏
文
書
Ｉ

倒
山
率
文
書
目
録

到
津
近
世
文
書
目
録

記
録
・
古
文
書
調
査
報
告

記
録

佐
伯

・
古
文
書
調
査
報
告

藩
政
史
料
目
録

藷

曾&
磐翼産

『：

昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
日

昭
和
四
十
一
一
一
年
三
月
三
十
日

昭
和
四
十
八
年
三
月

昭
和
四
十
九
年
三
月

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
日

昭
和
五
十
一
一
年
三
月
三
十
日

砺
欝
・
勲
釧
嬢

搾
黛
群
．
熟
慨
翻
”

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
日

『
大
分
県
地
方
史
』
四
三
～
四
四

合
併
号

『
大
分
県
地
方
史
』
四
九
号

大
分
県
教
育
委
員
会

●

大
分
県
教
育
委
員
会

査
概
要
』
㈲
〆
，

同
。

佐
伯
市
教
育
委
員
会

’輔輔 ５厘画雪雲訂雲

斎 鳶ｉ I ; ； 繊 蓋淵
共
編

卵灘爾冬戦鳴

制臨識

告
書

年

月
日

発
表
誌
・
調
要
機
関

摘

要



大分県史料監修編集委員(昭和28年７月於杵築）
向かって右から渡辺澄夫・安河内博・三木俊秋・清原貞雄

永勝龍子・竹内理三・中野幡能・富来隆の各氏

大分県史料刊行記念(昭和40年２月於トキハ特別室）
前列向かって右から渡辺澄夫・竹内理三・坂本太郎・高田真治

後列右から清原宣雄・中野幡能・橋本操六の各氏

幽



五

▲

史料調査中の先生
虹

'96大分県地方史研究大会での誰演

(平成８年５月19日）

▼

▲

書斎で史料を前に

▼



噌

開飽這麗蕊露議犠灘蕊

ｂ

宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
に
て

（
昭
和
ａ
年
、
月
妬
日
）

Ｉ

一
』

文
化
の
日
知
事
表
彰
の
席
で

（
平
成
元
年
ｎ
月
３
日
平
松
知
事
と
）

４

伊
臼
杵
ヤ
マ
コ
美
術
館
開
館
式
典
で

（
平
成
２
年
４
月
加
日
）

ノ

一
一
一
一
ハ

蕊#蕊鍵謹蕊:蕊鳥璃

■
源

一
・
蜜
侭

，
鍵
必
にﾐﾐ，

翻錘jｌ

篭蕊

§

霊雰

灘
鱗

灘蕊

蝉
識

蕊議



■

七

蟻 農一＆ ｆ
一睡

ｊｌ

素謡「俊寛」前列右から２人目シテ尾登一信氏、同３人目ツレ(康頼）

渡辺澄夫氏(昭和61年９月28日九州山本会発表会於芸術会館ホール）

自宅の前での先生御夫妻

(平成６年８月７日）

別府大学卒業式のあとで

（平成５年３月20日）

蛭梅


